
第
六
巻
　
　
紹

介

由
來
」
　
の
各
講
演
筆
詑
ミ
同
認
念
會
の
記
事
ビ
た
錐
な
る
も
の
な
り
其
賄
年

玉
月
＋
日
京
都
に
歴
て
も
同
隷
下
念
倉
矩
催
し
聞
係
古
本
の
展
萱
蜜
講
演
書

な
行
ひ
展
魏
書
目
錐
た
頒
ち
た
り
し
が
東
京
ほ
「
年
後
の
開
催
な
る
丈
同
會

に
鳩
陳
葎
果
六
さ
ゴ
“
り
し
希
窺
嘗
灘
熔
解
心
慰
加
へ
六
り
本
帖
に
牧
む
ろ
貿
琶
呉
に

よ
く
各
時
代
の
代
糞
的
古
本
た
読
出
し
解
親
亦
概
ね
簡
明
に
し
て
要
た
得
表

る
も
の
な
見
ろ
吾
人
ほ
中
心
よ
り
最
も
冨
義
あ
ろ
仲
好
記
念
楯
為
得
力
ろ
を

喜
ぶ
ミ
圃
噂
に
典
務
行
郡
籔
の
僅
少
に
し
て
學
海
の
潟
墓
な
暮
六
す
に
足
ら

ざ
ら
ん
こ
ミ
た
憾
ぜ
す
う
も
の
な
り
（
東
京
臼
木
書
紀
撰
遜
千
二
百
年
紀
念

會
嚢
行
、
非
賓
品
）
〔
三
浦
〕

⑳
支
那
唐
代
の
服
飾

丈
學
士
原
田
淑
人
洋

本
害
に
ま
三
月
公
刊
の
東
京
帝
國
大
姫
丈
學
部
紀
要
第
四
揖
に
充
書
ぜ
ら
れ

糞
る
長
編
の
研
究
論
著
に
し
て
著
潜
が
偲
學
部
に
支
那
丈
化
吏
な
講
ず
る
傍

ら
特
に
唐
代
女
化
史
に
就
き
て
研
究
し
敦
る
結
果
の
中
、
端
粛
に
關
す
る
部

分
の
み
の
梗
概
た
認
起
し
詣
る
も
の
な
り
曲
の
種
の
研
究
の
甚
だ
熱
電
索
る

所
以
の
も
の
に
配
り
文
献
の
不
足
ぜ
ろ
場
合
に
於
て
然
る
の
み
な
ら
ず
丈
献

蟄
冨
な
り
書
餓
も
支
那
詑
録
の
常
套
書
し
て
多
く
に
詑
蓮
に
議
し
得
ざ
る
微

妙
の
黙
た
一
目
瞭
然
六
ら
し
む
う
に
必
要
潔
く
べ
か
ら
ざ
る
磁
路
画
讃
き
糞

れ
ば
、
其
の
大
要
ほ
券
博
し
得
て
も
眞
に
其
の
形
象
を
捕
捉
し
學
術
的
儂
薩

あ
ろ
決
定
的
結
果
秘
獲
得
し
難
音
に
少
し
く
識
あ
る
者
の
等
し
く
感
ず
る
所

な
り
一
考
郎
ち
奨
の
根
本
資
料
た
現
霧
の
岡
欝
彫
刻
定
二
三
沿
　
品
に
求
め
㎝

…
蒋
査
し
て
以
て
記
簸
亡
粗
謬
酌
し
今
隅
の
重
富
に
て
擁
し
得
る
だ
け
正
確

な
ろ
紬
張
紙
求
め
索
る
な
り
全
篇
五
章
に
分
れ
箪
｝
章
緒
観
に
重
て
は
我
王
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朝
の
服
簿
な
知
ら
む
に
臣
発
づ
唐
覇
の
そ
れ
た
討
究
す
る
こ
定
の
必
要
よ
り

之
が
研
究
の
資
料
荏
在
の
大
勢
な
叙
し
第
二
章
轡
代
の
織
染
に
て
支
那
織
物

の
装
填
、
閣
議
戴
物
の
種
類
、
流
管
染
色
の
種
類
、
唐
錦
の
刻
繍
、
唐
代
の

交
様
な
説
き
策
三
章
武
徳
金
の
服
飾
並
に
爾
後
の
差
身
ほ
武
徳
令
に
比
ゆ
る

天
子
、
皇
太
子
、
群
臣
、
皇
后
、
皇
太
子
妃
、
命
婦
等
の
服
飾
ミ
貞
観
以
後

の
熔
炉
な
継
齢
し
、
第
凶
暴
唐
代
一
般
服
筋
に
て
ぽ
男
子
女
子
の
服
飾
存
謂

ひ
第
五
章
蝕
設
ご
し
て
無
代
諸
彦
り
有
様
よ
G
開
元
二
年
置
禁
令
、
揚
貴
妃

一
族
及
び
露
盤
の
奪
彬
〃
、
大
竃
六
年
の
野
爪
令
、
　
文
一
環
改
・
革
の
失
敗
た
蓮
べ
穴

り
挿
岡
十
三
個
何
れ
も
皆
精
巧
に
し
て
殊
に
三
色
版
立
女
雛
ほ
眞
に
量
る
の

趣
あ
d
り
㎜
岡
版
十
山
ハ
欄
刑
亦
歌
隅
だ
蝋
町
…
…
W
、
崇
鯛
引
の
田
繰
麟
あ
》
る
嘱
小
か
へ
ぐ
」
創
…
待
卍
り
て
淘

に
甑
柳
に
見
る
の
好
餌
鵠
粥
な
り
特
に
五
口
人
ほ
再
三
醗
”
撫
し
て
、
街
ほ
巻
為
剛
筏
ふ
に
．

堪
セ
2
ざ
ろ
愉
快
書
共
鳴
ざ
存
感
ぜ
り
敢
て
江
湖
に
愛
讃
あ
ら
む
ご
ビ
な
渤
む

（
丸
葉
橡
素
望
批
機
嚢
　
定
偵
来
詳
）

働
窓
齋
野
道
鎌

本
書
に
呉
大
様
の
古
甑
翼
拓
本
た
石
版
に
附
し
カ
ろ
も
の
に
し
て
南
画
†
個

毒
酒
一
個
三
七
佃
な
牧
む
，
何
れ
も
文
字
魂
灘
、
綱
作
髭
茂
に
し
て
両
も
未

だ
他
の
壷
錐
に
上
ら
ざ
り
し
も
の
、
異
文
ほ
以
て
字
書
の
鋏
為
輔
ふ
に
昆
り

一顧

?
文
抽
椋
ほ
以
て
支
那
上
代
美
禰
粥
の
一
端
な
察
す
べ
く
詫
ハ
の
時
代
よ
」
り
脚
謂
へ

ば
戦
幽
末
期
よ
り
前
漢
頭
初
に
及
べ
リ
　
（
酉
冷
印
鮭
暴
行
）

盤
清
代
學
術
概
論

梁
　
啓
　
超
　
著

鰭
…
末
の
A
コ
丈
學
蓮
華
が
F
斑
心
想
界
に
大
な
る
鰐
響
な
蹴
ハ
へ
し
際
鶯
ハ
蓮
動
に
當
り



し
梁
啓
超
嫁
し
て
一
書
無
か
ら
ざ
る
べ
か
ら
す
定
謂
ふ
胡
漉
の
勤
誘
ビ
縣
方

響
の
著
歓
洲
丈
藝
復
興
畔
代
吏
ε
に
刺
載
ゼ
ら
れ
て
紅
蓮
ぜ
し
も
の
に
し
て

清
代
思
潮
の
大
勢
よ
り
著
き
起
し
清
朝
學
の
二
品
，
黎
明
蓮
賢
者
害
し
て
の

顧
雌
黄
、
科
論
者
号
し
て
の
梅
丈
鼎
、
載
震
、
軍
糧
の
墨
風
．
段
玉
裁
，
王

念
孫
王
引
之
父
子
の
學
派
Q
纏
學
の
隆
盛
、
王
誘
導
、
黄
宗
義
、
萬
斯
同
以

下
事
大
翫
、
何
秋
濤
等
の
史
學
、
既
製
愚
慮
昆
等
の
地
糸
、
其
の
勉
地
理
學

金
石
學
清
學
分
裂
の
螂
火
線
の
経
學
今
古
丈
の
蛾
に
在
ろ
事
、
今
丈
學
蓮
動

の
中
心
者
書
し
て
の
虞
有
爲
等
を
叙
し
、
支
那
人
の
學
問
的
本
能
に
富
み
よ

く
浩
代
學
衝
の
隆
盛
た
來
六
し
六
ろ
こ
ぜ
た
論
蓮
で
（
上
海
商
務
印
書
館
嚢

行
）

ピ
。
ω
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O
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三
冊
（
敦
燵
洞
窟
渡
見
物
爲
眞
集
）

℃
書
　
囹
巴
一
δ
け

本
書
に
佛
の
　
団
。
霞
9
　
氏
が
今
鷹
の
坐
職
に
陣
浬
し
写
る
閃
。
σ
o
冨
Ω
ρ
亭

け
三
9
氏
ざ
共
に
佛
國
丈
競
省
、
佛
國
中
距
探
長
駆
會
、
佛
國
亜
細
亜
學
會
、

諺
。
銭
。
曇
冨
　
畠
撃
　
ぎ
8
二
導
同
9
艇
g
］
、
。
重
き
寮
①
子
等
の
後
援
の
下
に
千

九
百
門
山
ハ
年
よ
り
千
九
｝
周
九
年
に
｝
且
ろ
四
個
年
に
試
み
カ
ろ
中
秋
焼
漁
…
窟
調
査
の

結
果
獲
得
す
る
班
り
蒐
集
品
の
筏
製
並
に
洞
窟
の
爲
眞
集
に
し
て
こ
れ
主
ミ

し
て
分
筆
行
の
同
行
者
な
る
Ω
葺
騨
瓢
。
蚤
宕
氏
の
實
難
壁
る
口
恥
爲
眞

た
本
蜜
し
之
に
加
ふ
ろ
に
弓
張
品
の
精
巧
な
ろ
複
製
た
以
て
ぜ
し
も
の
な
り

其
の
大
型
紙
四
ソ
切
の
大
さ
の
も
の
ほ
岡
三
詑
錐
著
の
存
す
る
獲
見
資
料
の

複
製
か
印
刷
し
入
ソ
切
の
大
さ
の
も
の
ば
古
砂
本
、
古
認
錐
断
片
の
模
製
其

他
な
以
て
す
其
の
資
料
力
ろ
や
㏄
。
覧
冨
5
Ω
営
p
並
に
善
悪
霞
果
経
、
サ

第
．
六
谷
　
　
藥

報

ン
ス
〃
リ
ン
ト
、
チ
ペ
ソ
ト
諮
の
佛
教
遠
望
等
興
亜
に
託
す
る
空
前
の
珍
ら

し
き
も
の
な
包
括
し
言
語
學
的
に
も
歴
史
學
的
に
も
．
地
理
學
的
に
も
宗
教

學
的
に
も
鍵
穴
累
卵
的
に
も
貴
重
な
る
も
の
黙
る
や
論
単
項
れ
す
就
中
故

Ω
O
慧
三
9
氏
の
苦
心
の
結
晶
な
る
ω
O
σ
q
象
§
獅
語
丈
法
並
に
龍
ハ
の
露
原
的
研

究
に
最
も
傾
驚
に
値
す
べ
く
二
百
臆
面
の
圃
版
ぽ
欝
に
東
洋
史
研
究
考
の
費

罵
れ
る
に
止
ら
・
す
好
學
の
士
の
看
刷
歯
す
べ
か
・
b
ざ
う
も
の
オ
す
〔
以
上
那
波
）

彙

報

鰯
帝
國
前
置
院
授
賞
式

　
帝
醒
學
士
院
二
て
ば
去
荘
月
二
十
二
臼
東
京
美
術
學
校
講
堂
に
於
て
恩
賜

賞
、
帝
國
學
士
院
賞
及
び
桂
鼻
革
記
念
賞
の
授
賞
式
為
行
ひ
象
る
が
其
中
第

一
部
に
於
て
此
光
榮
に
浴
ゼ
し
受
賞
者
左
の
如
し

　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
恩
賜
賞

　
　
日
本
佛
敏
史
の
研
究
（
署
書
）
　
　
　
　
丈
量
博
士
　
辻
善
之
助

醗
京
都
帝
國
大
學
第
十
二
圏
夏
期
講
演
會

　
京
都
帝
國
大
勢
に
当
て
學
術
善
及
の
爲
め
例
年
催
し
來
り
し
夏
期
講
演
會

に
來
八
間
一
帯
よ
り
第
十
ご
回
講
演
、
會
為
開
催
し
て
一
般
有
志
の
隠
避
な
詐

第
三
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一
五
九
　
（
四
八
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）


